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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
 近年，高度成長期に多量に建設されたコンクリート構造物の補修，解体などの時期を
迎え，コンクリート構造物の 迅速で精度の良い非破壊による調査・診断技術が求めら
れている。鉄筋コンクリート構造物において，鉄筋の腐食を防ぐため鉄筋を覆うコンク
リートは重要な働きをし，鉄筋のかぶり厚を計測・検査することは非常に重要である。
非破壊検査技術により鉄筋の位置，鉄筋のかぶり厚の計測が活発に行われて来ている。
鉄筋コンクリートにおける鉄筋の腐食を防ぐため，鉄筋を覆うコンクリートは重要な働
きをする。鉄筋のかぶり厚は知ることは非常に重要でありより精度の良い検査法が必要
である。このため各手法の研究が盛んに進められている。この様な状況の中，鉄筋の位
置，鉄筋のかぶり厚を精度良く計測するため，全く新しい手法を提案し，その手法の妥
当性をＦＥＭ解析と種々の実験により確認したので報告する。本論文は 5章で構成して
おり以下にその概要を示す。 
第 1章は，『序論』であり，鉄筋コンクリート構造物の特徴，劣化の要因，現状にお
ける鉄筋の位置，かぶり厚の計測手法の詳細，更に鉄筋コンクリートの評価・診断に関
係のある特許についても調査した結果を示している。本研究を行う社会的意義を明確に
し，本研究の目的を示すとともに本論文の概要を記述している。 
第 2章は『パルス着磁を用いた鉄筋のかぶりと直径の新しい評価方法』について記述
している。鉄筋をコンクリート表面からパルス状の磁場を印加し鉄筋を着磁し（以下，
パルス着磁），コンクリート表面における磁束密度の分布を測定することにより鉄筋の
かぶり厚，鉄筋の直径を推定する全く新しい手法について研究を行なった。先に単独で
配筋した場合における鉄筋のかぶり厚，直径は，磁束密度分布を測定し，鉄筋位置にお
いて磁束密度の方向が変わるところ，最大の磁束密度を示す点などの特徴から推定する
手法であり，その妥当性をＦＥＭ解析と実験により確認を行った。本章において，その
手法と結果，考察を記述するとともに，基本となる鉄筋を着磁するためのパルス着磁方
法の構成と原理，コンクリート表面における微小な漏洩磁束密度を測定するための手法
についても詳述している。 
第 3章は，『パルス着磁による鉄筋位置の推定法』について記述している。鉄筋の位
置を推定することは，かぶり厚を推定するために重要な情報である。前章では，単独に
配筋した状態における鉄筋のかぶり厚，直径を推定する方法を提案したが，位置の推定
については言及しておらず，本章において着磁した鉄筋による漏洩磁束密度分布の特徴
から鉄筋位置の推定が可能であることを示した。最初に，基本となる単独で配筋された
場合の鉄筋の位置を推定する方法を示す。次に，実用的には複数配筋されており複数鉄
筋の位置を推定する手法を提案する。順次位置を変えて鉄筋を着磁し，漏洩磁束密度を
測定し位置を推定する手法では，多くの電力と時間が必要とするため，効率良く鉄筋の
位置を推定する必要がある。複数配置された鉄筋を最適回数のパルス着磁を行い，その
磁束密度分布から鉄筋の位置を推定する方式を提案し，FEM 解析と実験により検証を
行っている。 
第 4章は，『パルス着磁を用いた複数鉄筋かぶり厚の推定』について記述している。
前章で示した手法により複数配置された鉄筋位置を推定することが可能となり，推定し
た位置情報を基にかぶり厚の推定を実施する手法を提案する。2個 1組のコイルをコン
クリート表面の最適な位置に配置し，各コイルから発生する磁場が異極となる通電法と
同極となる通電法に切り替えてパルス着磁を行い，各々に磁束密度分布を測定する。得
られた異極時と同極時の磁束密度分布から複数配置された鉄筋のかぶり厚を推定する
手法を提案する。FEM 解析と実験により本方式によりかぶり厚を推定が可能であるこ
とを確認したので，本章においてパルス着磁を用いて複数鉄筋におけるかぶり厚の推定
法とその妥当性について報告している。 
第 5章は，『結論』として本研究で得られた成果と今後の課題を記述している。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文ではコンクリート表面から鉄筋をパルス着磁し，漏洩磁束密度を測定すること
により鉄筋の位置，かぶり厚を推定する全く新しい手法を提案している。先ず，単独鉄
筋での鉄筋のかぶり厚，直径の推定法について提案し，次に複数鉄筋のかぶり厚を推定
するために重要な情報となる鉄筋の位置推定法の妥当性を示している。最後に複数鉄筋
におけるかぶり厚の推定法の有用性を明らかにしている。これらのことは関連する電気
電子工学や機械工学などの発展に大きく寄与しているものと認められる。従って，本論
文は，博士（工学）の学位論文に値するものと認められる。なお，本論文に関する審査
会および公聴会において，審査委員および出席者から多くの質問がなされたが，いずれ
も著者による的確な説明がなされ，質問者の理解が得られた。 
以上により，論文審査および最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審
査した結果，本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
